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「統計的推測の考え方」

1 ベイズの逆確率

　問題９を考える。
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問題９. 　ある部屋に同じ色、形のふたつの箱A, Bがある。Aの箱には赤玉９個、白
玉１個が入っており、Bの箱には赤玉２個、白玉８個が入っている。部屋には太郎と花子
がいて、花子はどちらの箱がAで, どちらの箱がBであるかは知らない。しかし、A, B,
それぞれの箱に入っている赤玉、白玉の数は知っている。
今、太郎が花子に対して

「どちらかの箱か一つを選んで、その箱がAの箱かBの箱か当ててご覧。Aの箱だと言っ
て当たったら２００円、Bの箱だと言って当たったら１００円あげるよ。」
と言ったので、右側にある箱を選んだ。太郎はさらに
「玉を１つだけ取り出してもいいよ。」
と言った。
そこで花子が玉を１つ取り出したところ赤色であった。花子はA, B, どちらの箱と答

えるべきであろうか。

問題９に対し、Aを「選んだ箱がAである」という事象、Bを「選んだ箱がBである」
という事象とする。また、Rを「取り出した玉が赤である」という事象とする。
この時、条件付き確率は、

P (R|A) = 9

10
, P (R|B) =

2

10

となる。また、

P (A) = P (B) =
1

2
と考えられる。ベイズ (1671–1746)は

P (R ∩ A) = P (R|A)× P (A) =
9

20
, P (R ∩B) = P (R|B)× P (B) =

1

10

であるので、

P (R) = P (R ∩ A) + P (R ∩ B) =
11

20
よって、

P (A|R) =
P (R ∩ A)

P (R)
=

9

11
, P (B|R) =

P (R ∩ B)

P (R)
=

2

11

すなわち、花子は選んだ箱がAである確率が
9

11
と考えるべきと結論づけた。



2 ベイズの考え方への批判

　ベイズの考え方はわかりやすいものであったが、確率の考え方を巡って批判が現れた。
その理由は講義の中で述べる。
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